【様式３－3記入の留意点】　（事業所、寮・寄宿舎、学校（高校・大学）、その他）
　※給食業務を委託している場合は、必ず管理者（施設側）が内容を確認して提出してください。
	
	項　　　目
	記入方法及び留意点

	基本情報
	設置者
	・当該給食施設を設置している者の役職・氏名及び住所を記入する。
※設置者が法人の場合は、法人名・代表者役職・代表者名を記入する

	
	施設名、所在地、
管理者名
	・当該給食施設の正式名称、所在地、管理者名（役職及び氏名）を記入する。

	
	施設種類
	・該当する番号を1つ記入する。

	
	給食運営方式
	・該当する番号を1つ記入する。

	
	メールアドレス
	[image: QR コード

AI によって生成されたコンテンツは間違っている可能性があります。]当該給食施設のメールアドレスを記入する。
※給食施設連絡用アドレス未登録の施設はご登録をお願いします。
新規/変更登録先：「にしのみやスマート申請（二次元コード）　　→

	
	喫食対象者数
	・「喫食対象者数 (当該給食施設を利用できる可能性がある者の数)」と「給食利用率」を記入する。
※「寮・寄宿舎」については、「入所者数」を記入する。
※給食利用率 ： 給食利用者数／喫食対象者数（入所者）を記入する。

	
	食数
	・当該年度10月実施分平均を、項目ごとに朝、昼、夕食について1回あたりの食数を記入する。

	
	食事の提供形態
	・朝・昼・夕食の提供形態について、主なものを1つ該当する番号を入力する。

	
	給食従事者数

	・当該施設における給食従事者数を職種別に、施設側、委託先それぞれについて記入する。
※1：「常勤」とは、当該施設において他の正規職員と同様な勤務形態にある場合をいう。
※2：「委託側・施設専属」とは、当該施設内に専属で勤務している委託職員数を記入する。委託先本社に勤務している職員数は含めない。
※3：他施設と兼務している場合は、兼務している施設名を記入する。
（例1）・管理栄養士はA施設に籍を置き、Ｂ施設の栄養管理も行っている場合。
　　　　・管理栄養士はA施設に籍を置き、A病院で併設のB施設の給食を調理・提供している場合
　　　→A施設の報告書では「施設側・常勤」に計上し、Ｂ施設の報告書では「他施設兼務」に計上し、兼務施設名に「A施設」と記入する。ただし、市外施設との兼務は『市外施設』と記入する
（例2）委託会社の管理栄養士（常勤）が、複数の施設の栄養管理を行い、定期的に担当施設を巡回している場合
　　　→「他施設兼務」に計上し、兼務施設名を記入する。ただし、市外施設との兼務は『市外施設』と記入する。
※4：複数の資格を持つ者は、業務内容から判断し、主なもの1つの職種欄にその人数を記入する。

	
	栄養管理の実務者
	・栄養管理業務の中心となる者の氏名、資格区分（管理栄養士が/栄養士）、当該施設での勤務年数を記入する。

	
	委託先
	・委託の場合は、「給食業務受託会社名」、「所在地」は委託契約書に記載されているものを記入する。　また、「施設担当者名」、「電話番号」を記入する。
・委託内容の各項目について〇×を記入する。

	体制整備
	給食目標
	・施設内における給食部門の「目標」について、項目ごとに○×を記入する。（複数回答可）


	
	項　　　目
	記入方法及び留意点

	体制整備
	栄養管理
に関する会議
	・栄養管理に関する会議の有無について、該当する番号を記入する。
→「有」の場合は、「目的」「前年度に実施した回数」、「会議録の保存の有無」、
「構成職種」について、記入する。

	
	従事者の人材育成
	研修体制の有無について該当する番号を記入する。
　→「有」の場合、各項目について〇×を記入する。

	
	非常時の対応・備え
	・非常時（食中毒・災害等）に対する、各項目の現在の状況について〇×を記入する。
・非常食の備蓄が「有」の場合は、利用者用の備蓄状況について「人数」と「日数」を記入する。

	アセスメント・計画・実施・評価
	対象者の把握
（アセスメント）
	・各項目の把握状況について〇×を記入する。

	
	対象者の
身体活動レベル
	・施設の利用者について、身体活動レベル・性・年齢別ごとの人数を記入する。
※「身体活動レベル」とは、日常の身体活動を、強度に応じて3段階（低い、ふつう、高い）に区分したもの。
Ⅰ（低　い）：座り仕事（デスクワーク）がほとんどの人
　 Ⅱ（ふつう）：座位中心の仕事だが、職場内での移動や立位での作業・接客等がある人
　 Ⅲ（高　い）：移動や立位などの運動量が特に多い仕事の人

	
	施設の
食事摂取基準
	給与
栄養目標量
	・施設の給与栄養目標量の設定有無について、該当する番号を記入する。
　→「有」の場合、「作成年月」を記入する。

	
	
	見直し
の頻度
	・給与栄養目標量の設定が「有」の場合、見直しの頻度について該当する番号を記入する。

	
	栄養摂取状況
	・最も提供数の多い対象について、「対象の年齢」、「施設基準（目標量）」、当該年度の10月実施分の「給与栄養量」を記入する。
・野菜・果物の提供量について、「施設基準（目標量）」と当該年度10月実施平均の「提供量」を記入する。

	
	献立作成
	・献立表の作成の有無について、該当番号を記入する。
→「有」の場合、献立作成者の「所属」、「職種」、「氏名」を記入する。

	
	健康・栄養情報の提供
	・喫食者への情報提供の有無について、該当する番号を記入する。
→栄養成分表示が「有」の場合には、各項目について〇×を記入する。

	
	健康に配慮した
献立の導入
	・実施の有無について、該当番号を記入する。
→「有」の場合には、「提供内容」を記入する。

	
	個人（疾病）に
合わせた対応
	・実施の有無について、該当番号を記入する。
→「有」の場合には、各項目について○×を記入する。

	
	摂取量の把握
	・実施の有無について、該当する番号を記入する。
→「有」の場合は、「調査方法」、「結果の活用」について該当する番号を記入する。

	
	嗜好・満足調査
	・前年度の実施の有無について、該当する番号を記入する。
→「有」の場合は、「実施回数」を記入する。

	
	栄養教育状況（年間）
	・前年度の実施状況について、「実施回数」を計上する。

	
	栄養管理における課題、課題に対する取り組み状況や改善策
	・当該給食施設の現在の課題と、それに対する取り組み、改善策などの内容を記入する。

	報告書作成者
	作成者の「所属」、「職名」、「氏名」、「連絡先（あれば直通番号）」を記入する。
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